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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カーテン方式により水性粘着剤を塗工する場合において、塗工表面の塗膜切れ(
カーテン切れ)やカスレやハジキなどがなく、かつ平滑な塗工表面を得る事ができる水性
粘着剤組成物とその塗工方法、およびそれにより得られる粘着剤塗工物を提供する。
【解決手段】エチレン性不飽和単量体（Ａ）を、乳化剤、重合開始剤及び水を必須成分と
する水性媒体中で重合してなる粘着剤用樹脂組成物水性分散体と、コハク酸エステル化合
物（Ｂ）と、アルコールアルコキシレート構造を有する非イオン系界面活性剤（Ｃ）とを
含有する事を特徴とする水性粘着剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン性不飽和単量体（Ａ）を、乳化剤、重合開始剤及び水を必須成分とする水性媒
体中で重合してなる粘着剤用樹脂組成物水性分散体と、コハク酸エステル化合物（Ｂ）と
、アルコールアルコキシレート構造を有する非イオン系界面活性剤（Ｃ）とを含有する事
を特徴とする水性粘着剤組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の水性粘着剤組成物をカーテンフローコート方式により塗工する事を特徴
とする水性粘着剤組成物の塗工方法。
【請求項３】
　塗工速度が５０～１０００ｍ／分である事を特徴とする請求項２記載の水性粘着剤組成
物の塗工方法。
【請求項４】
　請求項２または３記載の塗工方法を用いて塗工した粘着剤塗工物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水性粘着剤組成物に関するものである。詳しくは優れた塗工性を有する水性粘
着剤組成物に関する。さらに詳しくは特にカーテンフローコート（以下カーテンとする）
による塗工装置を用いて塗工する場合において、塗工表面の塗膜切れ(カーテン切れ)やカ
スレやハジキなどがなく、かつ平滑な塗工表面を得る事ができる水性粘着剤組成物に関す
るものである。
　さらに、本発明は、上記水性粘着剤組成物の塗工方法に関する。
　また、本発明は、上記塗工方法により得られる粘着剤塗工物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年安全衛生および環境問題に対する配慮から脱溶剤化が進行し、粘着剤においても溶
剤型から水性型への移行が望まれている。その用途は多岐にわたり、紙やフィルム等の基
材上に粘着剤層が設けられ、さらにその上に剥離性シートが貼り合わされた形態で、粘着
テープや粘着ラベルなどの粘着剤塗工物として流通しており、使用時に剥離性シートを剥
がして被着体に貼り付けるのが一般的である。
【０００３】
　上記の粘着剤塗工物を得る際、基材上に直接粘着剤を塗工、乾燥した後、粘着剤層に剥
離性シートを貼り合わせる方法と、剥離性シート上に粘着剤を塗工、乾燥した後に粘着剤
層に基材を貼り合わせ、貼着時に粘着剤層を基材上に転移させる方法がある。
　いずれの方法によっても粘着剤塗工物を得る事ができるのであるが、基材上に粘着剤を
塗工する場合、基材の種類によっては、特にフィルム基材を使用した場合、粘着剤を塗工
した後の乾燥工程において熱により基材が変形するという不都合が生じやすい。そのため
特にフィルムを基材とする場合には、剥離性シート上に粘着剤を塗工する方法が一般に採
用されている。
【０００４】
　剥離性シートは、セパレーターとも称されるものであり、紙やプラスチックフィルムの
少なくとも一方の面がシリコン等により剥離処理されてなるものである。即ち、剥離性シ
ートは剥離処理面の表面エネルギーが低く、剥離性シートの剥離処理面は、水性媒体では
濡れにくいという欠点がある。その結果、溶剤型粘着剤に比べて水性粘着剤は、剥離性シ
ート基材に塗工する際にハジキやカスレ、チヂミが発生したり塗工面にスジが現れたりす
る等の欠陥を生じやすいので、一般に良好な塗工表面が得られにくい。そして、粘着剤の
分野ではこれが原因となって溶剤型から水性型への移行が速やかになされていないのが実
状である。
【０００５】
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　特にカーテン方式によって塗工する場合、コンマコーター、スロットダイコーター、リ
ップコーター等の方式とは異なり、カーテン切れが発生しやすい事が欠点として挙げられ
る。粘着剤塗液が途切れることなくカーテン状に成りうる特性が粘着剤に必要とされる。
　前記の他の方式において良好な塗工性が得られる粘着剤組成物が、カーテン方式で塗工
された場合、必ずしも良好な結果が得られるとは限らない。特にカーテン方式を用いる場
合には、流動特性に関する必要条件の把握およびそれらを最適化せしめる制御手段を得る
事が望ましいのであるが、これまでカーテン方式による粘着剤塗工においてその塗工性を
実用に供せられるまでに向上させ得る有用な流動特性については十分に把握されていなか
った。
【０００６】
　さらに、粘着剤の塗工速度については、従来はたかだか１００ｍ／分程度までの速度に
ておこなうのが一般的であったが、今日生産性向上や生産コスト低減を目的として塗工の
速度を速める事が求められるようになって来ており、塗工速度が速くなればなるほど上記
の塗工欠陥はますます生じやすくなってしまうため、高速塗工に十分適応できる水性粘着
剤が望まれていた。
【０００７】
　また、特許文献１には、塗工時に塗液中から発生する泡が、カーテン切れを起こし、ア
クリル樹脂系表面調整剤を併用させる事で課題解決した旨が開示されている（特開平１１
－１５２４４８号公報参照）。
　しかしながら、特許１に開示の表面調整剤は溶剤含有タイプのため、確かに溶剤タイプ
の樹脂系には効果があるが、エマルジョンタイプに使用した場合全く効果はなく、逆に経
時でのゲル化を引き起こす恐れがあり、添加剤としては意味を成すものではない。
【特許文献１】特開平１１－１５２４４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の課題は、特にカーテン方式により水性粘着剤を塗工する場合において、塗工表
面の塗膜切れ(カーテン切れ)やカスレやハジキなどがなく、かつ平滑な塗工表面を得る事
ができる水性粘着剤組成物とその塗工方法、およびそれにより得られる粘着剤塗工物を提
供する事にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明は、エチレン性不飽和単量体（Ａ）を、乳化剤、重合開始剤及び水を必須成
分とする水性媒体中で重合してなる粘着剤用樹脂組成物水性分散体と、コハク酸エステル
化合物（Ｂ）と、アルコールアルコキシレート構造を有する非イオン系界面活性剤（Ｃ）
とを含有する事を特徴とする水性粘着剤組成物に関する。
【００１０】
　第２の発明は、請求項１記載の水性粘着剤組成物をカーテンフローコート方式により塗
工する事を特徴とする水性粘着剤組成物の塗工方法に関する。
【００１１】
　第３の発明は、塗工速度が５０～１０００ｍ／分である事を特徴とする請求項２記載の
水性粘着剤組成物の塗工方法に関する。
【００１２】
　第４の発明は、上記いずれかの発明に記載の塗工方法を用いて塗工した粘着剤塗工物に
関する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の水性粘着剤組成物は、従来特に高速での塗工が困難とされていたカーテン方式
による塗工において、塗工表面の塗膜切れ(カーテン切れ)やカスレやハジキといった塗面
不良を引き起こさず、平滑性に優れた均一な塗膜表面を得る事ができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明で使用する粘着剤用樹脂組成物水性分散体について説明する。
　本発明に用いられるエチレン性不飽和単量体（Ａ）として、（ａ）アルキル基の炭素数
が１～１４であるアクリル酸アルキルエステルおよびメタクリル酸アルキルエステルが挙
げられる。（ａ）アルキル基の炭素数が１～１４であるアクリル酸アルキルエステルおよ
びメタクリル酸アルキルエステルとしては、メチル（メタ）アクリレート、［メチルアク
リレートとメチルメタクリレートを併せてメチル（メタ）アクリレートと表記する。以下
同様。］、エチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ
）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、２－
エチルヘキシル（メタ）アクリレートなどの直鎖または分岐脂肪族アルコールのアクリル
酸エステル及び対応するメタクリル酸エステルなどが例示できる。なかでも、アルキル基
の炭素数が４～１２の（メタ）アクリル酸アルキルエステルが好ましく用いられる。これ
らは、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量％中、７０～９９．５重量％含有され、
単独であるいは２種類以上併用して用いる事ができる。
【００１５】
　上記単量体（ａ）は、（ｂ）カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体と共重合
する事が好ましい。
　（ｂ）カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体としては、（メタ）アクリル酸
、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸などが例示できる。これらは、エチレン性不飽和単
量体（Ａ）１００重量％中、０．５～５重量％含有され、単独であるいは２種類以上併用
して用いる事ができる。
【００１６】
　（ａ）、（ｂ）以外の単量体としては、必要に応じて配合する架橋剤の種類に応じて、
（ｃ）アルコール性水酸基を有する共重合可能な（メタ）アクリル単量体や（ｄ）カルボ
ニル基を有する共重合可能な（メタ）アクリル単量体が用いられる。
　（ｃ）アルコール性水酸基を有する共重合可能なアクリル単量体としては、２－ヒドロ
キシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、ヒドロキ
シルブチル（メタ）アクリレートなどが例示できる。これらは、エチレン性不飽和単量体
（Ａ）１００重量％中、０．５～５重量％含有され、単独であるいは２種類以上併用して
用いる事ができる。
　（ｃ）アルコール性水酸基を有する共重合可能なアクリル単量体を使用する場合に、粘
着剤組成物を得る際に配合し得る架橋剤としては、イソシアネート化合物、チタンやジル
コニウムなどの金属のアルコキシド化合物等が挙げられる。
【００１７】
　（ｄ）カルボニル基を有する共重合可能なアクリル単量体としては、アクロレイン、ジ
アセトン（メタ）アクリルアミド、好ましくは４～７個の炭素原子を有するビニルアルキ
ルケトン（例えばビニルメチルケトン、ビニルエチルケトン、ビニルイソブチルケトンな
ど）、ジアセトン（メタ）アクリレート、アセトニル（メタ）アクリレート、アセトアセ
トキシエチル（メタ）アクリレート、ジアセトン（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ
プロピル（メタ）アクリレート－アセチルアセテート、ブタンジオール－１，４－（メタ
）アクリレート－アセチルアセテート等が例示できる。
　これらは、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量％中、０．５～５重量％含有され
、単独であるいは２種類以上併用して用いる事ができる。
　（ｄ）カルボニル基を有する共重合可能なアクリル単量体を使用する場合に、粘着剤組
成物を得る際に配合し得る架橋剤としては、アミン類、ヒドラジド化合物等が挙げられる
。
【００１８】
　その他の単量体としては、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、グリシジル
（メタ）アクリレート、モノ－（２－ヒドロキシエチル－α－クロロ（メタ）アクリレー
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ト）アシッドホスフェート、ビニルブロックトイソシアネート、Ｎ－メチロール（メタ）
アクリルアミド、Ｎ－メチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－トリブチルアミノ
エチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ
，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルピ
ロリドン、ビニルエステル、ビニルピリジン、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、スチレ
ン、（メタ）アクリロニトリル、ブタジエン、クロロプレンなどが例示できる。これらは
必要に応じて、３０重量％以下で含有することができ、単独であるいは２種類以上併用し
て用いる事ができる。
【００１９】
　さらに、本発明で使用する粘着剤用樹脂組成物水性分散体中の分散粒子は、粒子内架橋
構造を有していてもよい。
　粒子内架橋剤としては、フタル酸のジアリルエステルや多官能アクリル系単量体等の各
種多官能単量体を用いる事ができる。
　フタル酸のジアリルエステルとしては、オルソフタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸
のジアリルエステルが、また、多官能アクリル系単量体としては、メチレンビス（メタ）
アクリルアミド、１、６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートなどが例示できる。これらはエチレン性不
飽和単量体（Ａ）１００重量％中、０．１～３重量％含有され、単独であるいは２種類以
上併用して用いる事もできる。
【００２０】
　本発明で使用する粘着剤用樹脂組成物水性分散体を得る際に用いる乳化剤としては、反
応性乳化剤、非反応性乳化剤などが、単独であるいは２種類以上併用して用いることがで
きるが、耐水性などを考慮すれば、反応性乳化剤を用いる方が好ましいのであるが、これ
に限定されるものではない。
【００２１】
　反応性乳化剤としては以下の化合物を例示することができる。
　アニオン系乳化剤としてはノニルフェニル骨格の旭電化工業株式会社製「アデカリアソ
ープＳＥ－１０Ｎ」、第一工業製薬株式会社製「アクアロンＨＳ－１０、ＨＳ－２０」等
、長鎖アルキル骨格の第一工業製薬株式会社製「アクアロンＫＨ－０５、ＫＨ－１０」、
旭電化工業株式会社製「アデカリアソープＳＲ－１０Ｎ」等、燐酸エステル骨格の日本化
薬株式会社製「ＫＡＹＡＲＡＤ」等が例示できる。
　ノニオン系乳化剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチ
レンアルキルフェニルエーテル類、ソルビタン高級脂肪酸エステル類、グリセリン高級脂
肪酸エステル類等の分子末端あるいは中間部に不飽和二重結合を有し、単量体と共重合す
るものであり、旭電化工業株式会社製「アデカリアソープＮＥ－１０」、第一工業製薬株
式会社製「アクアロンＲＮ－１０、ＲＮ－２０、ＲＮ－５０」、日本乳化剤株式会社製「
アントックスＮＡ－１６」等が例示できる。
【００２２】
　また非反応性乳化剤としては、以下の化合物を例示する事ができる。
　アニオン系乳化剤としてはステアリン酸ナトリウム等の高級脂肪酸塩類、ドデシルベン
ゼンスルホン酸ナトリウム等のアルキルアリールスルホン酸塩類、ラウリル硫酸ナトリウ
ム等のアルキル硫酸エステル塩類、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム
等のポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩類、ポリオキシエチレンノニル
フェニルエーテル硫酸ナトリウム等のポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル硫酸
エステル塩類等が例示できる。
　ノニオン系乳化剤としては、ポリオキシエチレンラウリルエーテル等のポリオキシエチ
レンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル等のポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル類、ソルビタンモノステアレート等のソルビタン高級脂
肪酸エステル類、オレイン酸モノグリセライド等のグリセリン高級脂肪酸エステル類等が
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例示できる。
【００２３】
　本発明に用いられる重合開始剤としては、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム等の過
硫酸塩またはアゾビス系カチオン塩または水酸基付加物質などの水溶性の熱分解型重合触
媒、またはレドックス系重合触媒を用いることができる。レドックス系重合触媒としては
、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、ベンゾイルパーオキサイド、クメンハイドロパー
オキサイドなどの有機過酸化物とロンガリット、メタ重亜硫酸ナトリウムなどの還元剤と
の組み合わせ、または過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウムとロンガリット、チオ硫酸ナ
トリウムなどの組み合わせ、過酸化水素水とアスコルビン酸の組み合わせなどが挙げられ
る。
【００２４】
　本発明で使用する粘着剤用樹脂組成物水性分散体は、エチレン性不飽和単量体（Ａ）を
重合する際に、分子量や分子量分布を制御するための連鎖移動剤として、メルカプタン系
、チオグリコール系、βメルカプトプロピオン酸などのチオール系化合物などを用いるこ
とができる。添加量は、エチレン性不飽和単量体（Ａ）の総量１００重量部に対して０．
０１～１０．０重量部であることが好ましく、０．１～５重量部であることがより好まし
い。
【００２５】
　次に、本発明の粘着剤組成物について説明する。
　本発明の粘着剤組成物は、上記粘着剤用樹脂組成物水性分散体に必要に応じて粘着付与
樹脂、架橋剤、消泡剤、可塑剤、充填剤、中和剤、着色剤、シランカップリング剤、防腐
剤、レベリング剤、粘性調整剤などを添加してなるものであり、コハク酸エステル化合物
（Ｂ）やアルコールアルコキシレート構造を有する非イオン系界面活性剤（Ｃ）を添加し
てなるものである。化合物（Ｂ）、（Ｃ）は、両者を併用することが必須である。
【００２６】
　コハク酸エステル化合物（Ｂ）としては、例えばスルホコハク酸ラウリル－２ナトリウ
ム、スルホコハク酸ラウレス－２ナトリウム、スルホコハク酸（Ｃ１２－１４）パレス－
２ナトリウム、スルホコハク酸シトステレス－１４－２ナトリウム、ジイソブチルスルホ
コハク酸ナトリウム、ジペンチルスルホコハク酸ナトリウム、ジヘキシルスルホコハク酸
ナトリウム、ジシクロヘキシルスルホコハク酸ナトリウム、ジオクチルスルホコハク酸ナ
トリウム、ジトリデシルスルホコハク酸ナトリウムなどが例示できるが、これらの内ジヘ
キシルスルホコハク酸ナトリウム又はジオクチルスルホコハク酸ナトリウムを用いる事が
好ましい。
【００２７】
　非イオン系界面活性剤（Ｃ）としては、アルコールアルコキシレート組成を有するもの
で、例えば　ＢＡＳＦジャパン株式会社製「Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＴＯシリーズ」、「Ｌｕ
ｔｅｎｓｏｌ　ＡＯシリーズ」、「Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＡＴシリーズ」などが例示できる
。
【００２８】
　化合物（Ｂ）及び化合物（Ｃ）の含有量は、水性粘着剤組成物１００重量％中、固形分
換算で合計０．０１～１０重量％が適当であり、好ましくは０．０５～５重量％である。
【００２９】
　本発明の粘着剤組成物を、コンマコーター、リバースコーター、スロットダイコーター
、リップコーター、グラビアコーター、カーテンコーター等の各種塗工装置により、紙ま
たはフィルム基材、もしくは剥離性シート上に塗布し、乾燥することによって、粘着シー
ト、粘着ラベル等の各種粘着塗工物を得ることができるのであるが、特にカーテン方式の
コーターを使用して塗工する事が好ましい。
　ここで言うカーテン方式のコーターとは、カーテンフローコーター、スリットカーテン
、ローラーカーテンコーター、スリットカーテンコーター、ダイ式カーテンコーター等を
包含するが、これらに限定されるものではない。
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【００３０】
　上記の塗工装置により基材又は剥離性シート上に粘着剤組成物を５０～６００ｍ／分塗
布した後、８０℃～１２０℃で乾燥することが好ましい。乾燥温度が８０℃以下では乾燥
しにくく、乾燥に長時間を要する。他方、１２０℃よりも高温で乾燥すると、基材または
剥離性シートの熱劣化を生じ、好ましくない。
　紙またはフィルム基材上に粘着剤組成物を塗布した場合は、乾燥後に剥離性シートと貼
り合わせることにより、また剥離性シート上に粘着剤組成物を塗布した場合は、乾燥後に
紙またはフィルム基材と貼りあわせることにより、どちらの手法によっても各種粘着塗工
物を得ることができる。
【実施例】
【００３１】
　以下に実施例によって本発明を説明するが、これに限定されるものではない。実施例中
にある部とは重量部を、％とは重量％をそれぞれ示す。
（実施例－１）
　２－エチルヘキシルアクリレート５１．３部、ブチルアクリレート４１．８部、メチル
メタクリレート６部、アクリル酸０．９部、これら全エチレン性不飽和単量体１００部に
対して反応性アンモニア中和型アニオン性乳化剤として第一工業製薬（株）製「アクアロ
ンＫＨ－１０」２．２部を脱イオン水１３．１部に溶解したものを加えて攪拌して乳化物
を得、これを滴下ロートに入れた。
　撹拌機、冷却管、温度計および上記滴下ロートを取り付けた４つ口フラスコに、脱イオ
ン水を３４．９部、アクアロンＫＨ－１０を０．２部仕込み、フラスコ内部を窒素ガスで
置換し、撹拌しながら内温を８０℃まで昇温し、３％過硫酸カリウム水溶液を固形分とし
て０．１部添加した。５分後、上記滴下ロートから上記乳化物の滴下を開始し、これと並
行して３％過硫酸カリウム水溶液を固形分として０．３部を別の滴下口から３時間かけて
滴下した。
　内温を８０℃に保ったまま、上記乳化物および３％過硫酸カリウム水溶液滴下終了３０
分後に、３％過硫酸カリウム水溶液を固形分として０．０６部を２回に分けて３０分おき
に添加した。
　さらに撹拌しながら８０℃にて２時間熟成した後冷却し、アンモニア水にてｐＨ＝７．
５に調整して固形分６２％の粘着剤用樹脂組成物水性分散体を得た。
【００３２】
　得られたポリマーエマルジョン１００部に対し、固形分換算にて、消泡剤としてサンノ
プコ（株）製ＳＮデフォマー３２６：０．１部、防腐剤としてローム・アンド・ハース・
ジャパン（株）製Ｒｏｃｉｍａ　５５３：０．０１部、コハク酸エステル化合物（Ｂ）と
して花王（株）製「ペレックスＯＴ－Ｐ」（ジオクチルスルホコハク酸ナトリウムの７０
％溶液）０．１４部、ＢＡＳＦジャパン（株）製「Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＴＯ５」０．１４
部、および粘性調整剤として旭電化工（株）製「アデカノールＵＨ－４２０」を加えてよ
く攪拌し、固形分６０．５％、ｐＨ＝７．５、粘度２００ｍＰａ・ｓ（ＢＬ型粘度系、２
５℃で＃２ローター／６０ｒｐｍにて測定）の水性粘着剤組成物を得た。得られた水性粘
着剤組成物をカーテンコーターにより５００ｍ／分の速度で紙を支持体とする剥離性シー
ト上に乾燥塗膜量が１５ｇ／ｍ2になるように塗工し、１２０℃の乾燥オーブンで乾燥さ
せ、厚さ５０μｍのＰＥＴフィルムとラミネートして巻き取り、粘着剤塗工物を得た。
【００３３】
（比較例－１）
　「Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＴＯ５」の代わりに、楠本化成(株)製「ＤＩＳＰＡＲＬＯＮ　Ｌ
Ｆ―１９８５」を使用したこと以外は実施例１と同様に行い、粘着剤塗工物を得た。
【００３４】
（比較例－２）
　「ペレックスＯＴ－Ｐ」を加えなかったこと以外は実施例１と同様に行い、粘着剤塗工
物を得た。
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【００３５】
（比較例－３）　
　「Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＴＯ５」加えなかったこと以外は実施例１と同様に行い、粘着剤
塗工物を得た。
【００３６】
［評価方法］
得られた塗工物の表面を目視観察し、以下の項目を評価した。表１に評価結果を示した。
１）塗工面のハジキ
○：ハジキなし。
×：ハジキあり。
【００３７】
２）塗工面端部のチヂミ
○：チヂミなし。
×：チヂミあり。
【００３８】
３）塗液のカーテン適正
○：塗液がカーテン状になる。
×：塗液がカーテン状にならない。
【００３９】
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